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「東日本大震災時の

石巻市における状況」

宮城県 石巻市 木 村 伸

0

石巻市は、宮城県の東部、

１級河川「新北上川」
「旧北上川」が太平洋に
注ぐ河口部に位置

平成の合併により
１市６町が合併
（面積約５５６㎢）

東松島市

女川町
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⚫ 死者、行方不明者数 （令和２年１２月１０日現在）

区 分 人 数 割 合

死者数 ３，１８７人 人口の２．０％

行方不明者数 ４１５人 人口の０．３％

※石巻市の総人口 １６２，８２２人 (H23.5.31現在)

東日本大震災による石巻市の被害

⚫ 被災住家棟数

区 分 棟 数 比 率

全壊 ２０，０４４棟 ２７．１％

半壊 １３，０４９棟 １７．６％

一部損壊 ２３，６１５棟 ３１．９％

被災住家棟数合計 ５６，７０８棟 ７６．６％

※被災前住家総数 ７４，０００棟

【参考】被災非住家数 ７，３０１棟
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市役所本庁舎周辺の浸水状況
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事務机を利用し外部への通路を確保
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市役所庁舎から外部への出入開始
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市職員の状況
１ 職員数

○ 平成１７年・・・２，０２５名
○ 平成２２年・・・１，６４０名

２ 職員・家族の被災状況

○ 職員の犠牲者・・・４８名（死亡３５名、行方不明者１３名）
※ 公務外含む

○ 家族の犠牲者・・・９８名（死亡６６名、行方不明者３２名）
○ 住居等の被害・・・全壊２８３名、大規模半壊１８６名、

一部損壊３２４名、車等２８０名
○ 職員の被災率・・・５６．８％（人的又は物的被災を受けた職員）

参 考
①消防吏員・・・犠牲者６名（死亡２名、行方不明４名）

②消防団員・・・犠牲者２７名中、公務中１９名（死亡１５名、行方不明４名）
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避難所の状況

○ 避難所の数があまりにも多すぎたことにより、市職員を配置
できず混乱をきたした。（市職員を派遣できた避難所は５６か所）

○ 長期にわたり避難所生活が続き、約７カ月後の１０月１１日に
閉所

・最大避難所開設数 259ヵ所（Ｈ23.3.17時点）
・最大避難者数 50,758人（人口の31.2％）
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東日本大震災によるライフライン被害

区 分 被 災 状 況 復 旧 状 況

電 力

市内全戸停電
（96,277戸）

６月１８日復旧作業着手可能な
地域の停電は全て復旧
（復旧終了：平成２５年８月２５日）

水 道
市内全戸断水

（60,661戸）
６月上旬までに概ね断水解消
（復旧終了：平成２３年７月３１日）

都市ガス

契約全戸供給停止

（12,755戸）
５月中旬までに被害の大きかっ
た地域を除き復旧終了

（9,829戸）
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固定通信

通信事業者名 状 況

ＮＴＴ東日本 ９０％の輻輳規制

ＫＤＤＩ ９０％の輻輳規制

ソフトバンク ８０％の輻輳規制

移動通信（音声）

通信事業者名 状 況

ｄｏｃｏｍｏ ９０％の輻輳規制

ａｕ ９５％の輻輳規制

ソフトバンク ７０％の輻輳規制

移動通信（パケット） 

状 況

３０％の輻輳規制

０％の輻輳規制

０％の輻輳規制

しかし・・・
石巻市では、中継局等が津波により電源を喪失。

ほとんど使えない状況に・・・

通信事業者名 3/11 3/12 3/13 3/14 3/15 3/16 3/17 3/18

Ｓ社

Ａ社

Ｄ社

再開

再開

再開

人命にかかる最も重要な災害初動期における
通信の災害復旧にも大きな差が・・・

東北地方太平洋沖地震時の石巻市の通信状況

石巻市における移動通信の再開状況
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安否・行方不明情報の状況

○ 安否確認の重要なアイテムである「避難者名簿」は

手書きで作成し、また、複製も困難であった。

○ 本庁、総合支所、避難所間での交通、情報伝達が

不安定であったことから、安否確認が難航した

○ 震災後数日が経ち、一部の被災者には被災した自宅
へ戻ったり、離散した家族の合流のため、他の避難所へ
移転するなど、名簿が実態にそぐわなくなった。
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○ 罹災証明の申請時に聞き取りを行い、人的な被害の

状況についても情報収集を行った。

○ 被害の少ない地域のコミュニティを活用し、避難者

情報の収集を行う。

○ 被害が大きい地域においては、地域コミュニティが

壊滅していたことから、近隣の避難所、在宅避難者の

方に依頼し新たなコミュニティの立ち上げを依頼した。

○ 行方不明者数については、警察からの情報提供が4月
4日にストップし、絞込みが更に困難化
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死者情報の状況

○ 被害想定との死者数の違いから、震災前の市
地域防災計画には遺体安置所の指定が無かった。

○ 避難所として予定していた市総合体育館が
地震による損傷のため使用できず、安置所として
開設したが手狭となり、第二安置所として旧青
果市場に開設した。

○ 棺、遺体収容袋が不足し、ブルーシートやシー
ツで対応するしかなかった。
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○ 市火葬場が被災し、厚生労働省の特例で仮埋葬
を実施、葬儀社等も被災していたため、埋葬を
自衛隊に依頼したが、当初業務外との回答で
あったが、現場の自衛官の判断で協力いただい
た。（後に自衛隊の業務として認められた。）

○ 死亡者数については、管轄する石巻警察署、
河北警察署が、ご遺体が搬送された数で発表す
るが、その数が市民の死亡者数とは限らない。

14

自衛隊による仮埋葬
自衛隊による仮埋葬
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被災経験を踏まえて

○ 自治体における限界を認識

○ 情報伝達手段の多層化

○ 最悪の被害想定
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我がふるさと 南浜より 17
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